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1「水道システムの再構築」の取組

水道施設の再構築水道施設の再構築

取水・浄水の一体的運用取水・浄水の一体的運用

上流取水の優先的利用上流取水の優先的利用

• １１浄水場を８浄水場に再編
• ８浄水場体制時に必要な送水管路等の整備
• １１浄水場を８浄水場に再編
• ８浄水場体制時に必要な送水管路等の整備

• 取水・浄水・送水の一体的運用の仕組みの構築
※）水利権・浄水場は各事業者が保有

• 取水・浄水・送水の一体的運用の仕組みの構築
※）水利権・浄水場は各事業者が保有

• 上流（沼本）の未利用水利権の活用
• 下流（寒川）の水利権を上流（沼本・社家）で活用
• 上流（沼本）の未利用水利権の活用
• 下流（寒川）の水利権を上流（沼本・社家）で活用
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水需要の見通し 3

100

150

200

250

300

350

400

S35 S45 S55 H4 H12 H22 R3 R12 R22 R33R37

給
水
量
(万
ｍ
3
/日
)

１日最大給水量（事業者合算値）

１日最大給水量（共通換算係数）

１日平均給水量

382万

314万

287万

269万

241万

261万

276万

実績値凡例

予測値

予測値凡例

 ５事業者の水需要実績は、ライフスタイルの変化や節水機器の普及などを背景に、
平成４年度をピークとして減少に転じ、以降緩やかな減少傾向で推移

 令和37年度までの水需要の見通しは、人口減少などの影響により、更なる減少が継
続するものと見込まれる

 ５事業者の水需要実績は、ライフスタイルの変化や節水機器の普及などを背景に、
平成４年度をピークとして減少に転じ、以降緩やかな減少傾向で推移

 令和37年度までの水需要の見通しは、人口減少などの影響により、更なる減少が継
続するものと見込まれる

年度 平成４年度（ピーク） 令和３年度（実績）

日最大 ３８２万 m3 ２８７万 m3

日平均 ３１４万 m3 ２６９万 m3

1日平均給水量

1日最大給水量

実績値



1段階的な浄水場整備 4

 確保すべき８浄水場能力（施設整備完了後）は、一日最大給水量に、予備力（２５％）を加
えた、「約326～345万㎥/⽇」として設定

 うち、確保すべき企業団４浄水場能力は、「約230～２５０万㎥/⽇」として設定

 確保すべき８浄水場能力（施設整備完了後）は、一日最大給水量に、予備力（２５％）を加
えた、「約326～345万㎥/⽇」として設定

 うち、確保すべき企業団４浄水場能力は、「約230～２５０万㎥/⽇」として設定



取水から浄水場までの水位高低図 5



1送水管路等の施設整備 6

 浄水場廃止に伴い必要となる送水管路等を整備
 バックアップ機能向上に繋がる送水管路等を整備
 浄水場廃止に伴い必要となる送水管路等を整備
 バックアップ機能向上に繋がる送水管路等を整備



1バックアップの考え方 7

バックアップの一例（相模原浄水場停止の場合）

[通常時] [１浄水場停止時]

 １浄水場が停止しても、他浄水場からバックアップが可能 １浄水場が停止しても、他浄水場からバックアップが可能
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施設整備の効果 8

 各水道事業者が各々「独自更新（11浄水場）」した場合と５事業者共通の施
設整備として「再構築（８浄水場）」を実施した場合を比較すると、施設規
模の適正化や施設効率の向上が図られる

 各水道事業者が各々「独自更新（11浄水場）」した場合と５事業者共通の施
設整備として「再構築（８浄水場）」を実施した場合を比較すると、施設規
模の適正化や施設効率の向上が図られる



施設整備の削減効果額

※ 令和４年度検討での試算額
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 浄水場及び送水管路等の施設整備費は、独自更新（11浄水場）した場合と比
較して、「約902億円」の削減効果が見込まれるものと試算

 浄水場及び送水管路等の施設整備費は、独自更新（11浄水場）した場合と比
較して、「約902億円」の削減効果が見込まれるものと試算



取水地点 段階的な取水の変化

①
（
当
面
目
標
）

②
（
最
終
目
標
）

寒川地点

社家地点

(廃止浄水場)

段階的な取水量の変化（イメージ）

R12 R２２ R33 R37現状

増

R12 R２２ R33 R37現状

減

沼本地点

R37現状

(増)
※実現が可能となった時点から取水
（水道施設の新たな整備は伴わず）

寒川第２ 小 雀 寒川第３ 有 馬
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施設整備の工程 11




